
「部活動の地域連携・移行に向けた環境整備事業」第３回意見交換会発表資料

中学生のスポーツ・文化環境
づくりに向けた和気町の取組

令和５年11月21日 和気町教育委員会



本日お伝えする内容

はじめに 「部活動の地域移行」という言葉の受け止め
１ 和気町がすすめるスポーツ・文化環境づくり

・学校・スポーツ団体・教委・首長部局による現状の共有と論点整理
（部活動の地域移行に向けた検討委員会）
・長期的な視点に立った計画立案
・町民への説明
・保護者・児童生徒への周知
・指導者の資質向上
・文化活動の受け皿づくり

２ 取組を進めるに当たって大切にしていること
・人的ネットワーク
・情報共有
・事務局の役割分担

３ 今後の課題



関係者によ
る現状共有
・論点整理

・地域移行に向けた課題の洗い出し
・出てきた課題に対し、県教委が委嘱する「地域移行支援コーディネーター」からの専門的助言
・総合型スポーツ和気クラブを中心とした受け皿の整備

部活動の地域移行に向けた検討委員会(令和４年９月から５年１月まで計４回開催)
※うち第２回〜４回は県教委から「地域移行支援コーディネーター」を招聘

参加者

・和気町スポーツ協会会長(和気町スポーツ少年団本部長)
・総合型スポーツ和気クラブ理事長・理事
・佐伯中学校長
・和気中学校長
・教育長
・教育次長(社会教育課長)
・学校教育課長
・まち経営課長(移住推進室長)
・総務課危機管理室長

事務局:学校教育課・社会教育課

指導者やそれに準ずる役割を担う方を、
子育て世代移住者の中から発掘したい！

地域スポーツ・文化活動を行う場所までの
交通手段として町営バスを使いたい！
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町民への説
明①（中学校
２校の現状）
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町民への説
明②（町議会
全員協議会）



町民への説
明③（広報誌
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令和５年度
末を目処に
活動の様子
を紹介した
記事を広報
誌で紹介予
定



児童生徒・
保護者への

周知



令和５年度末を目処
に各クラブ等が紹介
動画を作成し、入学
説明会やPTA総会等
で保護者に説明予定



指導者の
資質向上

中学生年代のスポーツ指導者に
不可欠なテーマを設定
（11/26開催・参加募集中）



文化活動の
受け皿づくり

コアメンバーの思いを集約しなが
ら活動体制、頻度、内容等を決定



新たなスポーツ・文化環境の受け皿づくりにおける留意点（吹奏楽クラブを例に）

◯人的な情報収集及び理念の説明
中学生の文化環境づくりを担ってくれる方を住民の中から発掘する
吹奏楽の場合…ある程度の楽器経験、文化環境づくりへの（深い）理解
→地域おこし協力隊

◯直接的な関係者（学校・教員（該当部活動顧問）・クラブ指導者）の理解
学校とクラブ（指導者）それぞれの前にある霧をどう晴らしていくか？

◯指導者の確保
「中学生を指導できる方をさがしています」はNGワード
「一緒に音楽を楽しむ方を求めています」

◯コアメンバーとの意見すり合わせ
吹奏楽の場合、多種多様な楽器、様々な演奏経験者を満足させるための事前準備が
大変（楽器及び楽譜の準備等）



２ 取組を進めるに当たって大切にしていること
・人的ネットワーク

例）社会教育課職員ー総合型スポーツ和気クラブースポーツ少年団
（所管している業務上の関わり）
和太鼓クラブ指導者ー町内文化クラブ関係者ー…
（私人としての活動上の関わり）

・情報の共有
GoogleスプレッドシートやグループLINEによる日程調整、意見表明

・事務局の役割分担
学校教育課：企画、学校との交渉・調整
社会教育課：会計、スポーツ・文化団体との交渉・調整



３ 今後の課題

【ハード面】
・活動場所の確保（吹奏楽クラブ）

・休日の活動における生徒の交通手段の確保

・部活動設置種目の受け皿確保（野球、サッカー、柔道）

【ソフト面】
・対象となる児童生徒及び保護者への一層の周知

・本取組に対する教職員の理解促進

・平日も含めた移行を想定した指導者の掘り起こし

【その他】
・持続可能な運営となる資金調達

廃校となり、活用を模索している
校舎を活用しては？【財政課】

企業版ふるさと納税制度を
活用しては？【まち経営課】

土日に運行していないスクールバスを
総合型スポーツクラブ等が貸借し、走
らせては？【総務課危機管理室】

引き続き、町全
体で「まちづくり」
の視点をもって取

り組むことが不可欠!


